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ごみの適正処理の推進 〔基本方針２〕 
 

ごみの適正処理の推進に関する施策の方針と施策体系 

 

●施策の方針 

 ごみ処理の中心的施設として、2019 年 4 月に本稼働するサンライズクリー

ンセンター（新ごみ焼却施設）を中心に、安心、安全で安定した質の高い公

共サービスを提供しつつ、環境保全と経済性が両立できる処理体制を構築・

維持していくものとします。 

 

■図表 3-33 ごみの適正処理の推進に関する施策の体系 

 

 

 

処理主体 
 

適正処理を進めるための主体は、図表 3-34 に示す通りです。 

排出されたごみの収集・運搬は、家庭系ごみについては本市が、事業系ごみについては事

業者が、中間処理及び最終処分は本市が主体となり、その責務を果たすものとします。 

■図表 3-34 適正処理のための処理主体 

区分 収集・運搬 中間処理 最終処分 

家庭系ごみ 本市 
本市 本市 

事業系ごみ 事業者 

※事業系ごみに「一時多量ごみ等」を含む。 

節 ７ 第 
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ごみの適正処理の推進に関する重点施策 

【施策の方向】 

既定計画に位置付けた重点施策のうち、サンライズクリーンセンター（新ごみ焼却施設）

の整備は完了し、2019 年４月からの本稼働にあわせて、汚泥の集約処理も運用を開始しま

す。その他の施策については、環境省が平成 30 年に取りまとめた「プラスチック資源循環

戦略」において、数値目標として、ペットボトルやレジ袋、食品容器などの使い捨てプラス

チック排出量を 2030 年までに 25％削減させることが盛り込まれたことから、その発生量

の推移を見ながら、国の交付金（補助金）制度の活用も考慮し、処理方法の方向性の調査・

検討を行っていくものとします。 

また、近年頻発する豪雨災害等を踏まえ、災害対策の充実を図るために重点施策として災

害廃棄物処理計画に基づく処理体制や民間事業者との連携などを構築していくものとします。 

 
◆既定計画における重点施策の進捗状況と本計画における重点施策等 

 施設別・施策概要 ねらい 進捗等 

 ◆新ごみ焼却施設 
発電設備 
セメント原料化 

 適正処理を推進すると
ともに、発電設備の導
入により温室効果ガス
の削減を図り、地球温
暖化防止に寄与する。 

実施済 

2019 年４月本稼働 

既 

定 

◆リサイクルプラザ 
ペットボトル 
      新設 
その他の設備 
    機能改善 

 リサイクルプラザの機
能を改善し、サンライ
ズクリーンセンター
（新ごみ焼却施設）で
処理を予定している可
燃物残渣、不燃物残渣
の回収を効率化する。 

未実施（継続検討） 

ペットボトル 
 今後の社会情勢の変化による発生量の推移等を見極め
たうえで定期収集などの収集体制を検討する。 

その他の設備・機能改善 
 機能改善の手法として、国による二酸化炭素排出抑制
対策事業費交付金等の活用等について調査・検討する。 

計 

画 

◆本郷ごみ処理場 
及びにしき 
クリーンセンター 

・焼却ごみ 

・大型中継運搬車両
採用 

・し尿・浄化槽汚泥 
中継運搬体制構築 

 本郷地域、錦地域、美
川地域、美和地域の焼
却ごみ、し尿等の集約
処理に整合した収集・
運搬体制を構築し、コ
スト削減を図る。 

実施済（一部継続） 

焼却ごみ 
 玖北地域の焼却ごみの収集・運搬体制は引き続き継続
するが、搬入は第一工場からサンライズクリーンセンタ
ー（新ごみ焼却施設）へ変更となる。 

し尿・浄化槽汚泥 
 玖北地域のし尿・浄化槽汚泥の収集・運搬体制は構築
済であり、平成 30 年 4月からみすみクリーンセンターで
の集約処理を開始している。2019 年度中に本郷ごみ処理
場内に中継施設を整備する。 

本郷ごみ処理場内の中継施設が整備終了するまでの期間は、
にしきクリーンセンターを中継施設として活用する。 

 ◆みすみ 
クリーンセンター 

 汚泥の集約処理に必要
な施設整備を行い、処
理の効率化を図る。 

未実施（継続検討） 

 現状及び将来のし尿・浄化槽汚泥排出量を勘案し、貯
留槽の増設は見送ることとした。今後の施設整備方法に
ついては、し尿・浄化槽汚泥の排出状況を見極めたうえ
で必要な対策を講じる。 

本
計
画 

◆災害ごみ対策  迅速な災害廃棄物処理
が行える収集・運搬や
処理体制、民間事業者
との連携体制を構築す
る。 

新規 

国、県、周辺市町、民間事業者との連携体制を構築す
る。 

（岩国地域災害廃棄物処理計画を 2019 年 3 月に策定） 
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◆ごみ処理の効率化を目指した処理体制の再構築イメージ（施策の進捗等）◆ 
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ごみの適正処理の推進に関する具体的な施策 

 

１ 収集・運搬計画 

 

施策１ 市民サービスの維持・向上  

 

施策１-１ プラスチック類の出し方変更 新規 

【既定計画期間の取り組みと課題】 

プラスチック類の分別は、マテリアルリサイクルを前提に、容器包装リサイクル法に適合

した分別・排出方法を採用しています。しかしながら、その中にはマヨネーズ容器など洗っ

ても汚れの落ちにくいものがあり、リサイクルに供するプラスチック類の品質低下の一因と

なっていました。 

【施策の方向】 

リサイクルに供するプラスチック類の品質向上と水環境の保全や今後の高齢化の進行を考

慮した住民サービスの向上のために、汚れの落ちにくいプラスチック類に限り『焼却ごみ』

にも出せるようにします。 

◆汚れの落ちにくいプラスチック類の扱い変更 

 

【市民・事業者の役割】 

○ ごみは決められた方法で正しく出しましょう。 

【行政の役割】 

○ 市民・事業者が決められた方法でごみを出せるよう、出し方の変更について周知して

いくものとします。 

○ 出し方の変更について、分かりやすくごみ収集カレンダーに掲載するものとします。 

【施策スケジュール】 

 施 策 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

新 
規 出し方の変更 

変更（2019 年 4 月から） 
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施策１-２ 粗大ごみの戸別収集 継続 

【既定計画期間の取り組みと課題】 

本市の家庭系ごみの収集はステーション方式ですが、介護が必要な市民や障がいを持つ市

民、高齢者にとってはごみ排出の困難性は高いものです。そのため、こうした市民に対する

支援から、特に排出の負担が大きい粗大ごみは戸別収集を実施しています。 

【施策の方向】 

粗大ごみの戸別収集を継続し、市民サービスの維持に努めるとともに、関係部署との調整

を行います。また、介護者が要介護者に代わってごみ出しを行うケースもあるため、介護者

あるいは団体等への分別や排出方法の周知も行います。 

【市民・事業者の役割】 

○ ごみは決められた方法で正しく出しましょう。 

○ 介護が必要な市民や障がいを持つ市民、高齢者のごみ出し支援について地域住民で協

力しあいましょう。 

【行政の役割】 

○ 粗大ごみの戸別収集を継続し、市民サービスの維持に努めます。 

○ 介護が必要な市民や障がいを持つ市民、高齢者のごみ出しへの支援方法について、継

続して調査します。 

【施策スケジュール】 

 施 策 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

継 
続 

粗大ごみの 
戸別収集 

継続 

 

 

 

施策２ 収集・運搬体制の充実  継続 

【既定計画期間の取り組みと課題】 

サンライズクリーンセンター（新ごみ焼却施設）本稼働後の玖北地域以外の焼却ごみの収

集・運搬は、重点施策として調査・検討を行った結果、玖西地域を含めて収集・運搬体制を

充実させ対応することとしました。 

また、ペットボトルの資源化については、国が方針検討を進めている「プラスチック資源

循環戦略」の動向を踏まえた体制づくりが必要です。 

【施策の方向】 

焼却ごみは、2019 年４月からサンライズクリーンセンター（新ごみ焼却施設）において

集約処理します。玖北地域で排出された焼却ごみの収集・運搬は、これまで通り中継方式と

します。また、その他の地域は現体制と同様の収集・運搬とするため、市民サービスが低下

しないよう、委託業者による収集・運搬体制の充実を図るものとします。 
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ペットボトルの定期収集については、国が方針検討を進めている「プラスチック資源循環

戦略」の動向を踏まえ、その構築・運用について検討していくものとします。 

 

地区 施策概要（焼却ごみ） 時期 

玖北地区  運搬の効率化のため、これまで通り中継運搬します。  

玖北以外 

の地区 

 現状の収集体制を維持するため、収集・運搬体制の充

実を図るものとします。 

2019 年度～ 

【市民・事業者の役割】 

○ ごみは決められた方法で正しく出しましょう。 

【行政の役割】 

○ 市民サービスが維持できるよう、収集・運搬体制の充実を図ります。 

○ ペットボトルの定期収集は、発生量の動向を踏まえて検討を行います。 

【施策スケジュール】 

 施 策 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

継 
続 

委託による 
収集・運搬 
体制の充実 

収集・運搬状況の確認・検討 

 

継 
続 

ペットボトル 
の定期収集 

収集体制の検討 

 

 

 

施策３ 事業系ごみ搬入指導  継続 

【既定計画期間の取り組みと課題】 

事業者が事業活動により排出するごみは、廃棄物処理法第３条において「事業者自らの責

任において適正に処理しなければならない」と規定されています。 

事業系ごみの搬入は、現在、事業者自らが行うか、あるいは本市が許可する収集運搬許可

業者により行われていることから、事業者に対して、自らによる再利用や再資源化を行うな

ど、ごみの発生・排出削減を指導するとともに、本市に搬入するごみについては、分別徹底

を行うよう排出業者あるいは収集運搬許可業者に対し指導を行っています。しかし、事業系

ごみの大幅な削減は見られず、効果的な施策の検討が必要です。 

【施策の方向】 

事業者向けパンフレットの見直しを検討するとともに、大規模事業者に提出を義務付けて

いる「廃棄物の減量等に関する計画書」により排出実績を確認し、排出量の多い事業者には

担当者が直接訪問して目標の達成に向けた取り組みへの協力を依頼します。また、事業系ご

みの適正排出を促すため、事業系ごみ有料指定袋の導入について調査・検討を行います。 
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◆事業系ごみ有料指定袋導入事例 

事業系ごみ指定袋制度  

 事業系ごみ専用の有料指定袋を使ってごみを
排出する方法である。 

 処理手数料を指定袋の価格に含めることで、
排出事業者に対し、排出時のごみ減量等のイ
ンセンティブを与えることが期待される。 

 収集運搬許可業者が、処理施設搬入時に手数
料を支払う必要がない。 

先進自治体 

 広島県 

広島市   可燃 106 円/45L袋など 

東広島市  可燃 70 円/45L袋など 

安芸太田町 可燃 103 円/45L袋など 

 

資料：「事業系ごみの有料化・指定袋化の実施状況 平成 29 年 4月 1日現在」広島県ホームページ 

【事業者の役割】 

○ 事業者は自ら適正処理を進めましょう。やむを得ず、ごみとして排出する場合は、ご

みの分別徹底を行い、ごみの減量やリサイクルの推進に協力しましょう。 

【行政の役割】 

○ 本市に搬入するごみについては、分別徹底を行うよう排出業者あるいは収集運搬許可

業者に対し指導していくものとします。 

○ また、事業者自らがごみ減量や分別徹底といった取り組みを実践するためのインセン

ティブ（動機付け）となるよう、事業系ごみ有料指定袋の導入について検討していく

ものとします。 

【施策スケジュール】 

 施 策 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

継 
続 事業者指導 

継続 

 

継 
続 

事業系ごみ 
有料指定袋制 
の導入検討 

調査・研究 

 

 

 

施策４ 事業系ごみ収集運搬業の許可  継続 

【既定計画期間の取り組みと課題】 

事業系ごみの収集・運搬に関する許可は、事業系ごみの排出状況と 

現存する収集運搬許可業者の収集・運搬状況を勘案して行うものとし 

ています。 

【施策の方向】 

事業系ごみ収集運搬業については、再資源化等を目的とする場合や本市で処分することが

困難なごみを限定的に収集・運搬する場合を除き、新たな許可は行わないものとします。 

なお、事業系ごみについては、将来的な発生・排出削減目標を設定し、ごみ排出量自体の

削減を行います。 
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【事業者の役割】 

○ 事業系ごみは、OA 紙や生ごみの削減に取り組むことで、ごみ排出量を減少させるこ

とができます。自らリサイクルや減量化に取り組みましょう。 

○ また、収集運搬許可業者は、排出事業者に対し、分別徹底等の指導・協力要請を行い、

ごみの適正排出推進に協力しましょう。 

【行政の役割】 

○ 事業系ごみの適正処理のため、収集運搬許可業者に対しごみ分別の徹底を指導してい

きます。また、収集運搬許可業者が排出事業者の指導員となるよう、協力依頼します。 

【施策スケジュール】 

 施 策 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

継 
続 事業者指導 

継続 
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２ 中間処理計画 

 

施策５ サンライズクリーンセンター（新ごみ焼却施設）の運営管理 新規 

【施策の方向】 

サンライズクリーンセンター（新ごみ焼却施設）は民間による運営を行います。 

本市は、運営において熱エネルギーの有効活用や公害防止などの民間ノウハウ（技能や経

験）が惜しみなく生かされるよう、管理（モニタリング）を行います。 

サンライズクリーンセンター（新ごみ焼却施設）には、焼却余熱を利用した温水利用型健

康運動施設や多目的広場を併設し、「ふれあい・交流」を目的とした市民の皆様の憩いの場

として利用します。また、多目的広場は、災害廃棄物の仮置場としても利用します。 

◆サンライズクリーンセンター（新ごみ焼却施設）の概要 

所 在 地 岩国市日の出町 2 番 75 号（日の出町最終処分場隣接地） 

供 用 開 始 2019 年４月 

施 設 規 模 160ｔ/日（80ｔ/24ｈ×２炉） 

焼 却 方 式 ストーカ式 

灰 処 理 方 式 セメント原料化 

余 熱 利 用 発電設備（高効率回収）出力 3,900ｋW 

余熱利用施設へ熱供給 ※温水利用型健康運動施設等 

排ガス処理方式 バグフィルタ＋乾式排ガス処理装置＋脱硝反応装置  

・ダイオキシン類基準(一例) 

法規制 1.0ng-TEQ/ｍ３N 以下 ⇒ 自主規制 0.05ng-TEQ/ｍ３N 以下 
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【市民・事業者の役割】  

○ ごみは決められた方法で正しく出しましょう。 

○ 生ごみは、水を切って出しましょう。 

【行政の役割】 

○ サンライズクリーンセンター（新ごみ焼却施設）の機能が最大限に発揮できるよう、

民間に運営管理を委託します。 

【施策スケジュール】 

 施 策 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

新 
規 

サンライズクリーンセンター 
（新ごみ焼却施設）
の運営管理 

継続 

 

 

 

施策６ リサイクルプラザの機能改善 見直し 

【既定計画期間の取り組みと課題】 

リサイクルプラザは、容器包装であるびん・かん・プラスチック類、さらに、金属類及び

破砕ごみ、粗大ごみを資源化、減容化するための施設として平成 11 年４月に供用開始しま

した。稼働から 20 年が経過し、設備の老朽化が見られます。また、ペットボトルの定期収

集については、現在の設備機能で対応することは難しく、機能の改善が不可欠となっていま

す。 

【施策の方向】 

ペットボトルの資源化は、国が方針検討を進めている「プラスチック資源循環戦略」の動

向を見極めたうえで、処理施設（ストックヤードを含む）計画について検討していくものと

します。 

その他の処理設備は、稼働期間が 20 年から 25 年を迎えるため、大規模改修あるいは新施

設整備のいずれかの選択が必要となると考えられます。今後、必要となる処理機能を調査・

検討し、適正な施設整備を目指すものとします。特に、整備手法については、新たに制度化

された施設の長寿命化（国の交付金制度の活用）も含めて検討します。 

◆処理機能確保方針 

区分 概要 

ペットボトル  国の方針や民間の動向を見極め、処理施設（ストックヤードを含む）計画
について検討します。 

その他設備  稼働後 20 年から 25 年を経過することから、現在のごみ処理体制において
必要となる処理機能について調査・検討します。 

 処理機能改善のための適正な施設整備により、財政負担の軽減を図るもの
とします。 

 施設整備方式については、新たに制度化された施設の長寿命化（国の交付
金制度の活用）も含めて検討します。 
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【市民・事業者の役割】 

○ ごみは決められた方法で正しく出しましょう。 

○ 啓発機能を有するリサイクルプラザを活用しましょう。 

【行政の役割】 

○ リサイクルプラザは、サンライズクリーンセンター（新ごみ焼却施設）とともに、本

市のごみ処理の両輪となる施設であることから、効率的かつ安定した資源化や最終処

分量の最少化を促進するために必要となる処理機能を確保します。 

○ 処理機能確保に必要となる施設整備を適切なものとすることで、財政負担の軽減を図

ります。 

【施策スケジュール】 

 施 策 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

見 
直 
し 

ペットボトル 
処理体制検討 

検討 

 

見 
直 
し 

その他設備 
機能改善 

（施設整備方針） 

機能調査 

 

整備方針検討 

 

調査・設計 

 

◆「ＮＰＯ法人エコフレンズいわくに」の事業概要 

リサイクル講座運営事業 広報・調査研究事業 修理・再生事業 

洋服のリサイクルなど 23 の講座 

 
古い洋服から帽子 

毎月 1 日に広報紙を発行 

 

自転車・家具の修理販売 
廃食用油からの石けんづくり 

  

 

イベント及びリユース事業 研修・視察事業 

年２回の開催さつきまつり（５月） エコフレンズまつり（11 月） 

   

環境に配慮した企業の視察や他団体との交流 

 

資料：エコフレンズいわくに HP（http://ekofriendsiwakuni.web.fc2.com/index.html） 

 リサイクルプラザは市民啓発機能をあわせもっていま
す。 

 市民のみなさんが楽しく利用できるよう、ＮＰＯ法人
「エコフレンズいわくに」が運営しています。 

自転車・家具オークション テーブルマーケット 
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３ 最終処分計画 

 

施策７ 最終処分場の活用と適正管理 継続 

【既定計画期間の取り組みと課題】 

本市では、5 ヵ所の最終処分場を管理していますが、現在埋め立てを行っているのは、日

の出町最終処分場、周東埋立処分場の 2 ヵ所です。玖珂不燃物処理場、由宇不燃物処理場、

川西不燃物処理場については埋め立てを行っておらず、廃止等に向けた調査を行っています。

川西不燃物処理場については、災害廃棄物の仮置場として活用しています。 

【施策の方向】 

供用中あるいは埋め立てを行っていない最終処分場は、周辺環境の保全と有効活用を図る

ため、適正に管理していくものとします。 

埋立終了、廃止した最終処分場は、災害廃棄物の仮置場としての活用を検討しつつ、適正

に維持管理していくこととします。 

◆各処分場の今後の運営方針 

施設別 運営方針 埋立対象物 

日の出町 
最終処分場 

 継続して最終処分を行うものとします。 

 埋立物の３割程度を占めるリサイクルプラザからの不
燃物残渣をサンライズクリーンセンター（新ごみ焼却
施設）で処理することで埋立量の最少化と最終処分場
の延命化を図ります。 

セメント原料化で
きない焼却残渣 
不燃物など 

周東 
埋立処分場 

 継続して周東地域の陶磁器類、ガラス類を埋立処分し
ます。 

陶磁器類 
ガラス類 

玖珂 
不燃物処理場 

 埋め立てを休止し残余容量を把握するために必要な調
査を行っています。 

－ 

由宇 
不燃物処理場 

 埋め立てを終了し廃止に必要な調査を行っています。 

 災害廃棄物の仮置場としての活用を検討します。 

－ 

川西 
不燃物処理場 

 埋め立てを終了し廃止に必要な調査を行っています。 

 災害廃棄物の仮置場として活用します。 

－ 

【市民・事業者の役割】 

○ 最終処分場には、決められた埋立対象物以外を埋めることはできません。決められた

方法できちんと分別しましょう。 

【行政の役割】 

○ 最終処分場の適正な維持管理を行います。 

○ 埋め立てが終了した最終処分場は、廃止に向けた調査を行います。また、廃止した施

設は、災害時において、災害廃棄物の仮置場としての利用などを検討します。 

【施策スケジュール】 

 施 策 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

継 
続 

処分場の活用
と適正管理 

継続 
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施策８ 最終処分場の延命化（不燃物残渣の焼却処理） 新規 

【施策の方向】 

最終処分場は、容量に限りのある施設です。処分場がいっぱいになり、埋め立てが終了す

ると、新たな場所に新しい最終処分場を建設しなければなりません。現在供用中の処分場を

できる限り長く使用するため、これまで埋立対象としていた不燃物残渣をサンライズクリー

ンセンター（新ごみ焼却施設）で焼却処理することにより、最終処分量を削減し、最終処分

場の延命化を図ります。 

◆埋立物の内訳と対応策（平成 29 年度） 

  
  

 

 

 

 

 

 
 

 

【市民の役割】 

○ 本市の最終処分場は、再資源化ができないものや

腐敗しないものなどを主に埋立処分しています。

ごみの分別徹底を行い、ごみの減量やリサイクル

を進め、最終処分場の延命化に協力しましょう。 

【行政の役割】 

○ サンライズクリーンセンター（新ごみ焼却施設）

の活用により、最終処分量を最少化し、最終処分

場の延命化に努めます。 

【施策スケジュール】 

 施 策 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

新 
規 

処分場延命化 
不燃物残渣 
の焼却処理 

2019 年４月から開始 

 

※軽量プラスチック類の飛散は、海洋ごみとなり、マイクロプラスチック化することが懸念され
ます。この不燃物残渣の焼却処理は、地球規模の環境問題への対応にもなると考えてい
ます。 

不燃物残渣の埋立状況 

※海洋プラスチック問題 

海に投棄されたプラスチック類
は、新たな海洋汚染として世界規
模の問題となっています。 

特に、投棄されたプラスチック
類が自然環境中で破砕・細分化
されたマイクロプラスチックは、含
有・吸着する化学物質が食物連
鎖に取り込まれ、生態系に影響を
及ぼすことが指摘されています。 

 破砕埋立（不燃物）は、リサイクルプラザにおいて処
理した粗大ごみや金属類及び破砕ごみから金属等
を回収した後の残渣（不燃物）です。 

 プラスチック製品が多くなっていることを反映し、残
渣も大半がプラスチックです。（右上写真） 

 不燃物のうち、軽量プラスチックは、埋め立て中の
飛散が懸念され、日の出町最終処分場では飛散防
止対策を講じています。 

現状 
第一工場で処理ができないため、
日の出町最終処分場で埋立処分
しています。 

2019 年 4 月から 
サンライズクリーンセンター（新ご
み焼却施設）で焼却処理します。 
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４ その他の計画 

 

施策９ 在宅医療廃棄物対策 見直し 

【既定計画期間の取り組みと課題】 

在宅医療廃棄物とは、在宅医療に関わる医療措置に伴い家庭から排出される廃棄物です。

その中には、感染性のもの（注射針など）が含まれている可能性があります。 

これまで、在宅医療廃棄物は、薬局や医療機関への返却をお願いしていましたが、誤って

プラスチック類に出されるケースがあり、リサイクルに供するプラスチック類の品質低下に

つながるため、リサイクルプラザで手選別にて回収・除去してきました。回収・除去したも

のには、針のついたまま出されているものもあり、手選別職員へのケガや二次感染も懸念さ

れます。 

【施策の方向】 

市民サービスの向上を図るため、在宅医療廃棄物のうち、感染性がなく、かつ鋭利でない

チューブやバッグ類などを『焼却ごみ』に出せるようにします。 

また、出し方については、収集カレンダーに分かりやすく掲載します。 
 

◆在宅医療廃棄物の処理 

分類 種類 具体例 
分別
区分 

処理 

感染性がなく 
鋭利でないもの 

ビニール 
バッグ類 

輸液、蓄尿、CAPD、栄養剤バッグ等 

      
 栄養剤バッグ CAPD バッグ 

焼
却
ご
み 

サ
ン
ラ
イ
ズ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

（
新
ご
み
焼
却
施
設
） 

チューブ・ 
カテーテル類 

（針のついていないもの） 

吸引チューブ、輸液ライン等 

   
 チューブ類 カテーテル類 

注射筒 
（針のついていないもの）    

 使い捨ペン型インスリン注射器 栄養剤注射器 

脱脂綿・ガーゼ  

鋭利であるが、
安全な仕組み 
を持つもの 

ペン型 
自己注射針 

（針ケース装着時） 

収
集
・
処
理
し
な
い 

薬
局
や 

医
療
機
関
等
へ
返
却 鋭利なもの 

医療用注射針 
点滴針  

自己注射以外の医療用注射針 

（資料：在宅医療廃棄物の処理の在り方検討会「在宅医療廃棄物の処理に関する取組推進のための手引き」） 
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【市民・事業者の役割】 

○ 医療機関や薬局などの事業者は、在宅医療を行っている方に対し、適正処理の説明等

を行い、適正処理を進めましょう。 

○ 在宅医療廃棄物が発生した場合は、本市あるいは医療機関や薬局に相談し、適正処理

を行いましょう。 

【行政の役割】 

○ 在宅医療廃棄物の適正処理について、ごみ収集カレンダーや広報を通じて啓発します。 

【施策スケジュール】 

 施 策 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

継 
続 

在宅医療系 
廃棄物対策 

継続 

 

見 
直 
し 

出し方変更 
チューブ・ 
バッグ類等 

出し方変更開始（2019 年４月） 

 

 

 

施策１０ 災害ごみ対策  重点施策 

【既定計画期間の取り組みと課題】 

災害時に発生するごみは、迅速かつ適正に処理を行う必要があることから、頻発する災害

に備え、2019 年 3 月に「岩国地域災害廃棄物処理計画」を策定しました。 

【施策の方向】 

災害時に発生するごみは、「岩国地域災害廃棄物処理計画」にしたがい適正処理を行いま

す。そのため、早急に災害廃棄物の収集・運搬体制と処理体制を整えることが必要であり、

本市内部にとどまらず、国・県・周辺市町、さらに民間事業者との連携についても体制づく

りを進めます。 

また、平時からの市民意識向上のため、「岩国地域災害廃棄物処理計画」を本市ホームペ

ージ等に掲載し、災害廃棄物の処理方法等の情報発信に努めます。 

【市民・事業者の役割】 

○ 災害ごみが発生した場合は、迅速かつ適正な処理を行うため、分別排出するなど本市

の対応策に協力しましょう。 

○ 事業系ごみは、災害ごみであっても自らの責任において適正に処理することが原則で

す。やむを得ず本市の処理に出される場合には、災害ごみの減量、適正処理の確保等

に関し、本市の対応策に協力しましょう｡ 

○ 平時から災害廃棄物を出す場所や出し方について検討しておきましょう。 

【行政の役割】 

○ 市民・事業者に対し、「岩国地域災害廃棄物処理計画」の周知徹底を図り、災害廃棄

物に関する情報発信に努めます。 

○ 災害発生時に迅速に対応するための実施体制づくりを進めます。 
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◆被災時の支援体制 

 

◆重点的に実施する施策 

区 分 概 要 

災害廃棄物の処理
体制の構築 

 仮置場の選定を行います。 

 処理・処分は本市の施設によることを基本としますが、各施設の
処理能力を超えた場合には、必要に応じて広域的な処理・処分を
想定して応援協定等を締結します。 

民間事業者との連
携 

 廃棄物処理業者等と災害支援協定を結びます。 

災害廃棄物処理に
関する情報発信 

 自治会宛への文書の配布や、本市ホームページへの掲載及び避難
所への掲示等で行います。 

市民・事業者への
「岩国地域災害廃
棄物処理計画」の
周知 

 「岩国地域災害廃棄物処理計画」は、本市ホームページに掲載し
ます。 

【施策スケジュール】 

 施 策 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

新 
規 

処理体制 
の構築 

構築・運用 

 

新 
規 

民間事業者 
との連携 

構築・運用 

 

継 
続 

災害廃棄物に 
関する情報発信 

継続 

 

新 
規 

災害廃棄物処
理計画の周知 

計画策定(2019.3)  周知継続 

 

  

資料：岩国地域災害廃棄物処理計画 

※イメージ図 
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環境美化の推進 〔基本方針３〕 
 

環境美化の推進に関する施策の方針と施策体系 

 

●施策の方針 

 環境美化の推進には、美化活動に取り組む市民や事業者を増やしていくこと

が必要です。 

 環境美化の推進に係る施策は、地域の取り組みを支援することで環境美化意

識をもつ市民を増やし、思いやりのある行動を促していくものとします。 

 

■図表 3-35 環境美化の推進に関する施策の体系 

 

 

 

環境美化の推進に関する具体的な施策 

 

施策１ 思いやりのある行動の促進 継続 

【既定計画期間の取り組みと課題】 

一般的に「環境美化活動」というと、ごみ拾いや溝掃除などの地域清掃を思い浮かべます

が、こうした取り組みは、自然豊かなまちを未来まで守っていくための次世代への思いやり

のある行動といえます。地域清掃などの環境美化活動に取り組む市民・事業者を増やしてい

くことが必要です。 

本市では、「岩国市良好な生活環境確保のための迷惑行為防止に関する条例（条例第 28

号）」を平成 21 年度に制定しました。この条例は、

市民・事業者・行政が一体となって環境美化意識の向

上と思いやりのある行動を促し、もって市民の良好な

生活環境を確保することを目的としています。 

そのため、市民・事業者へ環境美化に関する情報提

供を行うとともに、環境美化活動などにおける顕著な

功労があった市民または団体に対し、顕彰を行ってい

ます。  

感謝状贈呈式（平成 30 年 10 月 5 日） 

 
平成 30 年度は、個人 3 名、3 団体 
に感謝状を贈呈しました。 

節 ８ 第 
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◆岩国市良好な生活環境確保のための迷惑行為防止に関する条例  

目  的 

 

 

 空き缶等のポイ捨てをはじめとした迷惑行為の防止について必要な事項

を定め、市民等、事業者、占有者等及び市の責務を明らかにし一体とな

って環境美化意識の向上を図るとともに、思いやりのある行動を促し、

もって市民の良好な生活環境を確保することを目的とする。 

迷惑行為  空き缶等のポイ捨て、歩行中の喫煙等、動物のふんの放置、落書き等を

いう。 

市の責務  市民等及び事業者と一体となって、良好な生活環境の確保に関する施策

の推進に努めなければならない。 

 良好な生活環境の確保に関し市民等及び事業者の理解を深め、自主的な

行動を促進するよう意識の啓発に努めなければならない。 

市民等の責務  自ら良好な生活環境の確保に努めるとともに、市が実施する良好な生活

環境の確保に関する施策に協力しなければならない。 

 

 

◆環境美化に関する情報提供 

 「やまぐち環境美化情報ネットワーク」 

 https://eco.pref.yamaguchi.lg.jp/clean/sys/top.php 

【施策の方向】 

本市ホームページ等で活動内容や簡単にできる取り組みなどについて紹介し、より多くの

人の取り組みを促進していきます。 

【市民・事業者の役割】 

○ 環境美化活動に参加しましょう。 

○ 従業員などの意識の啓発に努めましょう。 

【行政の役割】 

○ 環境美化活動の情報提供など、市民・事業者の理解を深められるよう支援していきま

す。 

【施策スケジュール】 

 施 策 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

継 
続 

思いやりのあ
る行動の促進 
(情報提供等) 

継続 

 
  

 山口県では「やまぐち環境美化
情報ネットワーク」を構築し、
ホームページ内で情報提供を行
っています。 

 みなさんも参加してください。 
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施策２ 不法投棄対策 継続 

【既定計画期間の取り組みと課題】 

不法投棄対策として、不法投棄防止に関する啓発パンフレットの配布や防止看板の設置な

どを行うとともに、県や警察、産業廃棄物協会などと連携して不法投棄の未然防止や早期発

見のために、情報交換やパトロールを行っており、休日、夜間についても、県委託の警備会

社によるパトロールが行われています。また、毎年、山口県産業廃棄物協会岩国支部・県・

本市の担当課で不法投棄ごみの回収作業を行っています。 

  

 

  

 

【施策の方向】 

広報などで不法投棄防止のための定期的な啓発や看板設置、パトロールを継続して実施すると

ともに、他の取り組み事例なども調査し、不法投棄させない環境づくりを推進していきます。 

【市民・事業者の役割】 

○ 不法投棄は法律違反であることを認識し、絶対にやめましょう。また、不法投棄され

ないように、地域の環境づくりを進めましょう。 

【行政の役割】 

○ 不法投棄の防止に対する啓発を広報や本市ホームページで行います。また、不法投棄

防止看板の設置や不法投棄防止パトロールを継続して行います。 

【施策スケジュール】 

 施 策 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

継 
続 不法投棄対策 

継続 

 
 

平成 30 年 6 月 4日、山口県産業
廃棄物協会岩国支部・県・本市の
担当課で不法投棄ごみの回収作業
を行い、515kg を回収しました。 


